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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 糖尿病の眼合併症として網膜症の重要性は周知のこと

である．他方，直接的に視機能に影響する程度は少ない

とはいえ，虹彩の病変も無視できない．虹：彩の血管病変

をしらべるのに蛍光血管造影という方法がある．しかし

有色人種の虹彩では色素が妨げとなって血管が見難いと

いう理由もあって，わが国ではほとんど顧みられていな

い．糖尿病の虹彩血管の検査に本法がはたして価値ない

ものか，あるいはどの程度役立つのか検討を試みた．

 研究方法

 糖尿病患者65名，他の眼疾患患者20名を対象とした．

ニコン細隙灯顕微鏡写真装置を用い，光源光路にWratten

No．47 A，撮影鏡筒内にWratten No・12のブイルター

をそれぞれ挿入した．10％フルオレスセインナトリウム

5～7m1を肘静脈から注入し，観察しながら約5秒間

隔に撮影を行なった．隅角部の撮影にはGoldmann型隅

角鏡を使用した．

 研究結果

 糖尿病患者65名，104眼中76眼（73％）の虹彩に異常

な蛍光色素の漏出を認めた．

 漏出の型には瞳孔縁に点状または棒状の蛍光を示した

64眼と，まず虹彩面上に血管の形が造影され，ついでこ

れから糸屑状，放射状，網目状に漏出した12眼と，2つ

の型があることがわかった．後者の型のうち通常の観察

では認められなかった虹彩の新生血管が本法によっては

じめて発見されたものが7眼あった．

 蛍光色素漏出の程度を4段階に分けると，この軽重と

Scott分類による網膜症の病期との間には，かなり並行

する傾向のあることがわかった．ただし検眼鏡的に網膜

症を欠く例でも軽度の漏出を示す例があった．

 患者の年齢が加わるにつれて漏出例は増加する．また

糖尿病罹患期間が長くなるほど漏出例は増す．6年未満

までは漏出陰性が約半数を占めるが，それ以後になると

約90％が漏出陽性であった．

 前房隅角の血管新生も蛍光造影法によって観察と記録

が可能であり，緑内障合併を予知するのに役立つと思わ

れる所見を得た．

 虹彩stroma中を走る血管を造影することはできなか

った．しかし蛍光の異常漏出を検索するという点に関し

ては，本邦人の虹彩の濃い色素も本法の妨げとはならな

いと判断された．眼底の観察不可能な糖尿病者におい

て，本法は網膜症所見に代って病期の判定に参考となる

資料を提供すると考えられた．

論文審査の要旨
 本論文は蛍光血管造影法によって糖尿病患者の虹彩血管の異常を追究したものである．糖尿病患者にお

いては正常者に見られない異常血管の造影と蛍光色素の漏出があり，この程度が網膜症の重症度，糖尿病
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罹患期間等と関係することを見出した．従来本邦人において観察困難と考えられていた虹彩血管の蛍光造

影は可能であり，かつ糖尿病期の判定にも応用しうることを示した学術上価値ある論文である．
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